
 
 

    

 

五
月
十
二
日
期
限
で 

 
回
答
を
求
め
る 

  

「
岩
手
の
会
」
と
「
守
る

会
」
は
十
四
日
、 

日
本

原
燃
（
株
）
、
青
森
県
、
六

ヶ
所
村
、
原
子
力
安
全･

保
安
院
、
原
子
力
安
全

委
員
会
へ
抗
議
文
を
送

致
し
、
運
転
中
止
と
事

故
の
詳
し
い
報
告
を
求
め

ま
し
た
。 

ま
た
、
「
岩
手
の
会
」
代

表
二
人
は
十
八
日
、
青

森
の
市
民
運
動
代
表
三

人
と
と
も
に
六
ヶ
所
再

処
理
工
場
を
訪
れ
、
「
事

故
に
関
す
る
質
問
書
」
を

手
渡
し
、
五
月
十
二
日

ま
で
に
回
答
す
る
よ
う

申
し
入
れ
ま
し
た
。 

 漏
れ
た
洗
浄
水
に
は
多

量
の
猛
毒
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム 

 
 

誤
操
作
に
よ
っ
て
漏
れ
た

洗
浄
水
に
含
ま
れ
る
放
射

能
量
は 

日
本
原
燃
の
公
表

で
は
次
の
通
り
。 

 

全
ア
ル
フ
ァ
：
約
４･

１×

１

０
の
５
乗
ベ
ク
レ
ル
／
ミ
リ
リ

ッ
ト
ル 

全
ガ
ン
マ
：
約
３･

１×

１
０
の
６
乗
ベ
ク
レ
ル
／

ミ
リ
リ
ッ
ト
ル 

〔
ウ
ラ
ン
：

約
６･

５
グ
ラ
ム
／
リ
ッ
ト
ル 

プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
：
約
０･

０
２

５
グ
ラ
ム
／
リ
ッ
ト
ル
〕 

 

こ
れ
を 

漏
れ
た
四
〇
リ

ッ
ト
ル
全
量
に
換
算
す
る
と
、

全
ア
ル
フ
ァ
核
種
１
６
４
億
ベ

ク
レ
ル
、
全
ガ
ン
マ
核
種
１
２

４
０
億
ベ
ク
レ
ル
で
、
ウ
ラ
ン

２
６
０
グ
ラ
ム
、
プ
ル
ト
ニ
ウ

ム
１
グ
ラ
ム
を
含
む
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
プ
ル
ト
ニ

ウ
ム
は
１
グ
ラ
ム
で
１
０
０
万

人
を
発
ガ
ン
さ
せ
る
量
で
す
。

ち
な
み
に
、
六
ヶ
所
工
場
の

通
常
運
転
で
の
一
年
間
の

放
出
量
と
予
告
し
て
い
た
三

八
億
ベ
ク
レ
ル
の
四
倍
以
上

の
放
射
能
量
で
す
。 

こ
の
放
射
能
が
本
当
に

建
屋
外
に
漏
れ
な
か
っ
た
の

か
、
事
故
の
状
況
の
詳
し
い

説
明
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 

 

人
為
ミ
ス
で
は
す
ま
さ

れ
な
い 

構
造
的
欠
陥 

今
回
の
事
故
は 

「
作
業

員
が
、
遠
隔
手
動
操
作
で
、

間
違
っ
て
異
な
る
バ
ル
ブ
を

抜
い
た
た
め
、
洗
浄
水
が
漏

れ
た
」
と
発
表
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
何
故
、
こ
ん
な
に
も

多
量
の
放
射
能
を
含
む
洗

浄
水
の
移
送
を
手
動
で
操

作
す
る
設
備
な
の
か
、
大
き

な
疑
問
が
湧
き
ま
す
。
人
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人
身
事
故
に
つ
な
が
ら
な
い
う
ち
に 

再
処
理
運
転
を
や
め
よ 

 
 

 

事
故
の
顛
末
を
公
表
せ
よ 

「
三
陸
の
海
を
放
射
能
か
ら
守
る
岩
手
の
会
」  

「
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守
る
会
」 

な
ど
各
地
か
ら
抗
議
の
声 

 
 

 

四
月
十
一
日
未
明
、
多
く
の
反
対
を
無
視
し
て
試
運
転
開
始
し
た
ば
か
り
の
六
ヶ
所

再
処
理
工
場
で
、
放
射
能
を
含
ん
だ
洗
浄
水
４
０
リ
ッ
ト
ル
が
処
理
工
程
か
ら
漏
れ
る

事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。
核
燃
料
棒
を
せ
ん
断･

溶
解
す
る
前
処
理
建
屋
で
起
き
、
ウ
ラ

ン
２
６
０
グ
ラ
ム
、
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
１
グ
ラ
ム
な
ど
を
含
ん
で
い
ま
す
。
幸
い
建
屋
内
の
漏
え

い
受
け
皿
で
止
ま
っ
た
模
様
で
す
が
、
一
部
、
排
気
筒
か
ら
漏
れ
た
疑
い
も
あ
り
、
状
況

の
詳
し
い
説
明
が
求
め
ら
れ
ま
す
。 



為
ミ
ス
を
完
全
に
な
く
す
事

は
出
来
ま
せ
ん
。
人
が
操
作

す
る
し
か
方
法
が
無
く
、
安

全
の
た
め
の
技
術
的
な
困

難
を
克
服
出
来
な
い
設
備

で
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は

工
場
の
も
つ
構
造
的
欠
陥
で

す
。 

試
運
転
は
即
時
中
止

し
、
根
本
的
見
直
し
を
図
る

べ
き
で
す
。 

漏
れ
た
洗
浄
水
は
ど
の
よ

う
に
回
収
出
来
た
の
か 

日
本
原
燃
は
「
主
排
気

筒
モ
ニ
タ
に
変
動
が
な
か
っ

た
」
と
発
表
し
て
い
ま
す
が
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
画
面
で
は
、

数
値
の
目
盛
り
が
大
き
す

ぎ
て
詳
細
が
わ
か
り
ま
せ
ん
。

漏
れ
た
洗
浄
水
を
ど
の
よ

う
に
し
て
回
収
し
た
の
か
も

説
明
が
あ
り
ま
せ
ん
。 

運
転
の
即
時
中
止 

事
故
の
説
明
を 

今
回
の
事
故
は
、
試
験

開
始
後
あ
ま
り
に
早
く

発
生
し
、
漏
え
い
し
た
洗

浄
水
に
含
ま
れ
る
放
射

能
量
が
非
常
に
多
く
驚

か
さ
れ
ま
す
。
事
故
発

生
後
、
一
日
半
も
経
過

し
て
の
発
表
で
は
、
も
し

も
ガ
ス
性
の
放
射
能
漏
れ

が
発
生
し
た
場
合
な
ど

住
民
避
難
に
間
に
合
い

ま
せ
ん
。
原
燃
は
運
転
を

中
止
し
て
、
事
態
の
顛
末

を
報
告
す
る
べ
き
で
す
。 

 六
ヶ
所
工
場
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ 

「
環
境
モ
ニ
タ
ー
」の 

表
示
改
善
を
要
求 

 

大
阪
の
市
民
団
体
「
美
浜

の
会
」
の
提
唱
に
よ
り
、

「
岩
手
の
会
」
も
名
を
連

ね
て
、
日
本
原
燃
と
青
森

県
に
対
し
「
再
処
理
ア
ク

テ
ィ
ブ
試
験
の
情
報
・
デ

ー
タ
の
公
表
様
式
改
善

に
つ
い
て
」
申
し
入
れ
を

行
う
事
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 

日
本
原
燃
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

は
公
表
様
式
な
ど
に
不

備
が
多
く
、
実
態
が
つ
か

め
ま
せ
ん
。 

改
善
要
求
の
主
な
内
容

は
次
の
点
で
す
。 

◎
土
曜
・
日
曜
に
も
公
表

す
る
こ
と
◎
排
気
筒
の

測
定
デ
ー
タ
を
「
ｃ
ｐ
ｍ
」

（
１
分
間
の
放
射
線
計
測

数
）
か
ら
「
Ｂ
ｑ
」
（
ベ
ク
レ

ル
）
に
直
す
こ
と
。
、
管
理

目
標
は
放
射
能
量
を
あ

ら
わ
す
ベ
ク
レ
ル
な
の
に
、 

 

「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
で
放
射

能
の
体
内
被
曝
の
お
そ
ろ

し
さ
を
描
い
た
鎌
仲
ひ
と

み
監
督
が
、
「
核
燃
の
大

地
」
、
青
森
県
六
ヶ
所
村

に
長
期
取
材
し
、
ド
キ
ュ

メ
ン
タ
リ
ー
映
画
「
六
ヶ

所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」
を

完
成
さ
せ
ま
し
た
。
鎌
仲

監
督
は
「
全
国
か
ら
核
廃

棄
物
が
集
ま
っ
て
く
る
六

ヶ
所
に
生
き
る
と
い
う
こ

と
は
、
く
ら
し
の
根
っ
こ

に
核
が
あ
る
こ
と
を
日
々

つ
き
つ
け
ら
れ
な
が
ら
生

き
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な

い
」
と
語
っ
て
い
ま
す
。 

日
本
各
地
で
上
映
会

が
は
じ
ま
っ
て
い
ま
す
が
、 

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー 

一
分
間
の
放
射
線
計
測

数
で
あ
る
ｃ
ｐ
ｍ
の
み
で
は
、

係
数
も
不
明
で
あ
り
不

合
理
で
あ
る
。
◎
グ
ラ
フ

の
目
盛
り
の
単
位
が
大
き

す
ぎ
て
変
動
が
わ
か
ら

な
い
。
現
在
の
二
百
分
の

一
は
必
要
。
◎
液
体
の
放

出
量
に
つ
い
て
ト
リ
チ
ウ

ム
、
ヨ
ウ
素
、
α
・
γ
核
種

な
ど
、
放
出
の
度
に
「
放

出
時
間
」
「
量
」
「
濃
度
」

も
公
表
す
べ
き
で
あ
る
、

な
ど
十
数
項
目
。 

映
画
上
映
に
向
け
て
盛

岡
で
も
四
月
十
一
日
約

二
〇
人
、
陸
前
高
田
で
は

十
二
日
約
三
〇
人
が
集

ま
り
、
試
写
会
を
行
い
ま

し
た
。 

 

ウ
ラ
ン
試
験
が
始
ま
っ

た
再
処
理
工
場
の
地
元

で
あ
る
六
ヶ
所
村
で
生
活

す
る
農
業
者
や
漁
業
者
、

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
日
本

原
燃
従
業
員
な
ど
い
ろ
い

ろ
な
立
場
の
人
々
へ
の
イ

ン
タ
ヴ
ュ
ー
を
重
ね
た
映

画
で
す
。
情
報
の
少
な
い

六
ヶ
所
村
の
一
断
面
を

知
り
、
再
処
理
工
場
に
つ

い
て
深
く
考
え
る
素
材
に 

 

京
大
原
子
炉
実
験
所
へ 

測
定
試
料
と
し

て
ワ
カ
メ
を
送
付 

「 

豊
か
な
三
陸
の
海
を
守

る
会
」
で
は
、
田
老
海
岸
の

ワ
カ
メ
を
採
取
し
て
京
都
大

学
原
子
炉
実
験
所
に
送
り
、

そ
の
放
射
能
測
定
を
依
頼

し
ま
し
た
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
試

験
前
の
測
定
値
を
記
録
に

と
ど
め
、
再
処
理
工
場
を

監
視
す
る
資
料
と
す
る
た

め
で
す
。 

尚 

海
水
も
採

取
し 

市
民
団
体
「
原
子
力

資
料
室
」に
送
り
ま
し
た
。 

な
る
と
し
て
、
実
行
委
員

会
を
立
ち
上
げ
、
上
映

会
を
開
催
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。 

盛
岡
で
は
六
月
を
め

ど
に
計
画
が
進
め
ら
れ
て

て
い
ま
す
。 

  

「
簡
易
放
射
線
量 

計
測
器
」
の 

活
用
始
ま
る 

  

「
豊
か
な
三
陸
の
海
を
守

る
会
」
で
は
「
簡
易
放
射

線
量
計
測
器
」
を
活
用
し

て
、
海
岸
の
放
射
線
量
の

計
測
を
始
め
ま
し
た
。 

岩
手
の
会
」
会
員
の
所
有

す
る
「
測
定
器
」
は
写
真

の
よ
う
に 

子
ど
も
の
弁

当
箱
位
で
す
。
な
れ
れ
ば

誰
で
も
使
え
ま
す
。 

計
測
運
動
に
参
加
し

ま
し
ょ
う
。 

核
燃
の
村
六
ヶ
所
に
生
き
る
ひ
と
び
と 

 
 

鎌
仲
ひ
と
み
監
督
作
品 

六
ヶ
所
村
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー 

 

上
映
に
向
け
て
試
写
会
開
催 


